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お 知 ら せ
が４月１８日（日）日赤青森県支部５階中会議室で午後１時か青森クラブ定期総会

ら開催されます。

役員改選の時期でもあります。

を今月号に載せました 「じょんがら」が総会前日までに届いた青森クラブの規約 。

方は、規約のページを当日持参してください。

２月号で紹介した、 が昨年１年間， でＳＡＳＥによ木村（ＪＡ７ＣＣＧ）さん ＤＸ

りＱＳＬカードを送付して、ＱＳＬカードが送られてきた際の、 です各国の切手紹介

が今月号で完結します。

皆さんも”思い出のカード”等をお寄せ下さい。

（株）スタンダードより３機種新発売

（株） 電技パーツ
青森市第二問屋町３－６－４４

０１７（７３９）５６５６

e-mail shop@dengiparts.co.jp url http://www.dengiparts.co.jp



青森の電気発祥の地

堤川には、海手から順に石森橋、青柳橋、旭橋、うとう橋、国道４号を通す堤
橋、甲田橋等が架けられています。そして青柳橋、旭橋の間の東岸に「青森の電
気発祥の地」の碑があります。

この碑の裏側には次のように刻まれています。

青森県に初めて電気のあかりが灯された
のは明治三十年一月二十四日、ここ堤川の
ほとり(当時の青森町大字浪打一番地)でした。

大坂金助氏、渡邊佐助氏らが創立した青
森電灯株式会社の小さな火力発電で灯され
た一二〇〇燭光のアーク灯の輝きは、当時
の人々に大きな驚きと感動を与えました。

電気は当初、付近の商店や問屋、第五連
隊の兵営など百五十一戸に供給されました。
爾来百年、常に「郷土あおもりの発展と

ロマン」を求めて灯し続けられてきました。

平成九年三月二十五日
寄贈 東北電力株式会社



ＪＡＲＬ 規約青森クラブ

第一章 総 則

第 １ 条 本会は、日本アマチュア無線連盟青森クラブと称し、ＪＡＲＬ青森クラブ

と略称する。事務所は会長の定める所に置く。

第 ２ 条 本会の会員は、アマチュア無線局を有する者及びアマチュア無線に興味を

有する者で、入会を申し出た者とする。

第 ３ 条 本会は、アマチュア無線の発展と技術の向上及び会員相互の親睦を図る事

を目的とする。

第 ４ 条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

１ 会員相互の親睦を図るミーテングの開催

２ アマチュア無線に関する講習会及び競技会等の開催

３ アマチュア無線の知識の普及及び広報活動

４ ニューカマーの指導及び育成に関する活動

５ その他、本会の目的達成に必要な事業

第二章 役 員

第 ５ 条 本会に、次の役員を置く。

１ 会長 １名

２ 副会長 ３名

３ 会計 １名

４ 理事 若干名

５ 監事 ２名

第 ６ 条 本会の役員は、総会に於いて選出する。

第 ７ 条 役員は、次の職務を行う。

１ 会長は、会を代表して会員を把握し、クラブ業務を掌理統轄する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。

３ 会計は、会の会計及び財産の管理を行う。

４ 理事は、会の運営に参画する。

５ 監事は、会の業務の監査を行う。

第 ８ 条 役員の任期は、２年とする。但し、再任を妨げない。

第三章 会 議

第 ９ 条 総会は、この会の最高決議機関であり、会員をもって構成される。

定時総会は、年度始めに開催し次の事項を審議決定する。

１ 業務報告、収支決算報告及び保有財産報告

２ 事業計画案及び収支予算案

３ 役員の改選

４ その他、本会の事業に関する事項



第１０条 役員会は、役員をもって構成し、本会の業務執行に必要な事項を審議決定

する。

第四章 経費、会費

第１１条 本会の活動に要する経費は、会費及びその他の収入をこれに充てる。

第１２条 本会の会費は、年会費とし金額は別に定める。

第１３条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

第五章 付 則

第１４条 本会会員の１親等及び配偶者に弔事があった場合は香典又は弔電を、会員

本人が死亡の場合は香典を贈る。但し、香典については、その都度協議の

上金額を決める。

第１５条 本会には、顧問を置くことができる。顧問は、会長がこれを委嘱する。

、 。第１６条 本会の規約改正は 出席会員の３分の２以上の承認を得なければならない

第１７条 本規約の執行に必要な細則を役員会で別に定める事が出来る。

第１８条 本規約は、昭和５０年４月１日より執行する。

本規約は、平成元年４月２３日に改正し４月１日に遡り執行する。

本規約は、平成３年４月２１日に改正し４月１日に遡り執行する。

木規約は、平成５年４月２５日に改正し４月１日に遡り執行する。

本規約は、平成６年４月１７日に改正し４月１日に遡り執行する。

本規約は、平成７年４月２３日に改正し４月１日に遡り執行する。

会計細則
第 １ 条 この細則は、規約第１７条の規定により本会の会計及び会費等を定める。

第 ２ 条 本会の会員は、次に定める会費を納入しなければならない。

１ 入会金（入会時のみ） ５００円

２ 会 費 ２５００円

第 ３ 条 家族会員は、会費を免除する。

第 ４ 条 本会の会費は、収めた時から会計年度の終わる日までのものとす。

第 ５ 条 本会の会計は、会計簿を備えてそれに収支を記載するものとする。

第 ６ 条 本細則は、昭和６２年４日１日より執行する。

本細則は、平成４年４月１日より執行する。

本細則は、平成８年４月２８日より執行する。



交信相手 ＴＩ３ＴＬＳ ＣＯＳＴＡ ＲＩＣＡ

交信相手 ＸＵ７ＡＤＸ ＣＡＭＢＯＤＩＡ

ＱＳＬマネージャー ＸＷ２Ａ ＬＡＯＳ

交信相手 ＶＱ９ＴＰ ＣＨＡＧＯＳ ＩＳ．



交信相手 Ｔ３１ＭＹ ＣＥＮＴＲＡＬ ＫＩＲＩＢＡＴＩ
ＱＳＬマネージャー ＯＭ２ＳＡ ＳＬＶＡＫＩＡ

交信相手 ＺＦ２ＡＨ ＣＡＹＭＡＮ ＩＳ．
ＱＳＬマネージャー Ｗ６ＶＮＲ ＵＳＡ

交信相手 ＹＮ４ＳＵ ＮＩＣＡＲＡＧＵＡ
ＱＳＬマネージャー ＴＩ４ＳＵ ＣＯＳＴＡ ＲＩＣＡ



クラブ主催の しよう各種行事に参加

をお願いします ｅ－ｍａｉｌ 大歓迎原稿

しようロールコールに参加

☆ 。青森クラブのロールコールは毎週水曜日です

・時 間 午後８時から

・周 波 数 １４５．６２ＭＨｚ ＦＭ

・ネットコン ＪＲ７ＢＶＱ（日野さん）

トローラー ＪＥ７ＫＣＨ（斉藤さん）お二人交替で。

☆ 。機関誌「じょんがら」へ寄稿のお願いです

・原稿の送り先は下記、渡辺（ＪＩ７ＢＸＫ）にお願いします。

・写真、画像のみでも結構です。（コメントもよろしく）

・ワープロやパソコンで印刷したものをお寄せいただくときには、

左右の余白共２０ｍｍ程度にして下さると好都合です。

・月末までに頂戴できれば翌月号に、間に合います。

☆皆さんの を紹介して頂けませんか。できお手元にあるＱＳＬカード

れば、そのカードの思い出なども一緒に寄せて頂ければ有り難いで

す。私（渡辺）が受け取りにいくことも可能です。

アクバル☆先日、娘に誘われて我が家から五分ほどのところにある、

というレストランで を食べました。この「本格イ本格インドカリー

ンド」という表示に恐れをなしてしまったのですが、いわゆる日本

風カレーのイメージから大きく離れた印象はなかったのでほっとし

ました。

皆の感想は「 おいしい」でしたが私は「おいしい」です。そすごく

のうち、別のものも味わってみるつもりです。

表紙はＪＲ７ＹＨＯ東日流安東アマチュア無線クラブ（ＪＧ７

ＭＣＥ山田清光さん運用）のＱＳＬカードです。

交信日時 1988.12.20 21:26 市浦村(ＪＣＧ＃０２００２)

発 行 者 ＪＡＲＬ青森クラブ

発 行 日 ２００４年０４月１５日

編集担当者 渡 辺 聰 明 (ＪＩ７ＢＸＫ)

〒030-0811 青森市青柳２－５－６

017-734-3810 ･Fax 017-776-6220留守電

ｅ－ｍａｉｌ marumero@jomon.ne.jp




